
JP 2003-506270 A5 2007.8.16

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ６ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 8月 16日 (2007.8.16)
　
【 公 表 番 号 】 特 表 2003-506270(P2003-506270A)
【 公 表 日 】 平 成 15年 2月 18日 (2003.2.18)
【 出 願 番 号 】 特 願 2001-514217(P2001-514217)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｂ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ Ｄ   81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)  81/36     (2006.01)
                        Ｂ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ Ｄ   13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)  13/02     (2006.01)
                        Ｂ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ ＤＢ ６ ５ Ｄ   25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)  25/02     (2006.01)
                        Ｇ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ ＤＧ １ ０ Ｄ   13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)  13/06     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｂ ６ ５ Ｄ   81/36          Ｚ
   Ｂ ６ ５ Ｄ   13/02          Ａ
   Ｂ ６ ５ Ｄ   25/02          Ｄ
   Ｇ １ ０ Ｄ   13/06          Ｆ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 29日 (2007.6.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 【 請 求 項 １ 】

　 　 　 【 請 求 項 ２ 】

　 　 　 【 請 求 項 ３ 】

　 　 　 【 請 求 項 ４ 】

　 　 　 【 請 求 項 ５ 】

　 　 　 【 請 求 項 ６ 】

第 １ の チ ャ ン バ と 、 第 ２ の チ ャ ン バ と を 備 え 、 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ は 、 前 記 第 １ の チ ャ ン
バ か ら は 封 止 状 態 で 仕 切 ら れ 、 音 響 手 段 を 収 納 し 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ は 、 瓶 の 内 容 物 を
収 容 す る の に 適 し て お り 、 そ の 開 口 端 に お い て 取 り 外 し 可 能 な 蓋 を 有 す る 首 部 を 備 え 、 前
記 首 部 は 、 実 質 的 に 、 前 記 瓶 を 打 楽 器 と し て 振 る こ と が で き る の に 適 し た 柄 の 形 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ は さ ら に 、 前 記 首 部 の 、 前 記 開 口 端 と
反 対 側 の 端 部 に 隣 接 し て 形 成 さ れ た 本 体 部 を 備 え 、 前 記 本 体 部 は 、 前 記 首 部 に よ っ て 囲 ま
れ る 容 積 よ り も 実 質 的 に 大 き な 容 積 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ は さ ら に 、 前 記 首 部 の 、 前 記 開 口 端 と
反 対 側 の 端 部 に 隣 接 し て 形 成 さ れ た 本 体 部 を 備 え 、 前 記 首 部 は 、 前 記 本 体 部 か ら 延 在 し 、
前 記 柄 の 輪 郭 を 画 成 す る た め 前 記 本 体 部 に 対 し て 細 い 輪 郭 を 有 し 、 こ れ に よ っ て 前 記 瓶 を
打 楽 器 と し て 振 る こ と が で き る よ う に 前 記 首 部 が 握 ら れ 得 る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ は 、 前 記 本 体 部 の 、 前 記 首 部 と
反 対 側 の 端 部 に お い て 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ と 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
瓶 。

請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 本 体 部 は 略 球 根 状 に 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 瓶 が マ ラ カ ス に 似 た 形 に 作 ら れ て



　 　 　 【 請 求 項 ７ 】

　 　 　 【 請 求 項 ８ 】

　 　 　 【 請 求 項 ９ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ ０ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ １ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ ２ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ ３ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ ４ 】

　 　 　 【 請 求 項 １ ５ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 （ 発 明 の 概 要 ）
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 1の チ ャ ン バ と 、 打 楽 器 を 収 納 す る 第 ２ の チ ャ ン バ と を 備 え た 容 器
が 提 供 さ れ 、 そ の 第 ２ の チ ャ ン バ は 第 1の チ ャ ン バ か ら は 封 止 状 態 で 仕 切 ら れ て い る 。
　 （ 本 発 明 の 好 ま し い 特 徴 ）
　 そ の は 、 そ の 容 器 が 打 楽 器 と し て 振 ら れ る こ と を 許 容 す る 柄 と し て 適 し
た 首 部 が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の 容 器 は 、 マ ラ カ ス 似 た 形 に 作 ら れ て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 瓶 は 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ を 含 む
第 １ の 部 分 と 、 前 記 第 ２ の チ ャ ン バ を 含 む 第 ２ の 部 分 と を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る 瓶 。

請 求 項 ７ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の 部 分 は 前 記 第 ２ の 部 分 に 取 り 外 し 可 能 に 結 合 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 ２ の 部 分 は 前 記 第 １ の 部 分 の た め の 支 持 部 と
し て 働 く ベ ー ス 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 ７ 乃 至 ９ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の 部 分 は 前 記 第 １ の 部 分 の ベ
ー ス 部 上 に 設 け ら れ て い る 結 合 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ ０ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 ベ ー ス 部 は 実 質 的 に 凹 形 状 に な っ
て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 ２ の 部 分 は 、 前 記 第 １ の 部 分 の 前 記 結 合
手 段 と 連 結 す る よ う に な っ て い る カ ッ プ リ ン グ 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ ０ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 結 合 手 段 は 、 前 記 第 ２ の 部 分 の 補 完 的 構 造 と ス ナ ッ
プ 的 に 嵌 る 構 造 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 音 響 手 段 は 、 前 記 瓶 が 振 ら れ た
と き に そ の 動 き に よ り 音 を 発 生 す る よ う な 粒 状 体 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の い ず れ か １ に 記 載 の 瓶 に お い て 、 前 記 第 １ の チ ャ ン バ は 液 体 を 収 容 し
て い る こ と を 特 徴 と す る 瓶 。

第 １ の チ ャ ン バ
と 、 本 体 部 と を 備 え て い る

に



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 容 器 が 球 根 状 の 下 側 端 部 を 有 し 、 こ の 下 側 端 部 が 第 １ の チ ャ ン バ と 第
２ の チ ャ ン バ と を 備 え て い る こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の チ ャ ン バ が こ の 容 器 の 下 側 端 部 の 過 半 の 部 分 を 占 め る こ と が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 第 ２ の 部 分 は 好 ま し く は 、 第 １ の 下 側 表 面 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 上 側
の 表 面 を 備 え て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 瓶 １ ０ の 首 １ １ は 、 概 略 丸 い 形 の 主 チ ャ ン バ １ ４ か ら 上
向 き に 伸 び て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 栓 １ ６ が こ の １ ５ の 中 心 か ら 下 向 き に 伸 び て お り 、 外 ネ ジ １ ７ を 備 え て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 パ ー カ ッ シ ョ ン ボ ー ル 換 言 す れ ば 或 い は 音 響 玉 或 い は 衝 突 玉 、 具 体 的 に は ボ ー ル ベ ア リ
ン グ が 、 中 空 の 音 響 部 ２ ０ の 内 部 に 置 か れ る よ う に な っ て お り 、 衝 突 玉 は 、 音 響 部 ２ ０ を
栓 １ ６ に 取 り 付 け る 前 に 音 響 部 ２ ０ の 中 へ 入 れ て お い て も よ い 。 音 響 部 ２ ０ を 栓 に 螺
合 さ せ た の ち 、 主 チ ャ ン バ １ ４ と 音 響 部 ２ ０ の 向 い 合 う 面 と ２ １ を 適 宜 接 着 す る こ と
に よ り 、 こ の 二 つ の 部 分 を 永 久 的 に 互 い に 結 合 す る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
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、 の 本 体 部 、

の 本 体 部

部 分 の

第 １ の チ ャ ン バ の 本 体 部 で あ る

ベ ー ス 部

１ ６
１ ５



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に お い て は 、 そ の 瓶 は 、 そ の 中 に 形 成 さ れ た 二 つ の チ ャ ン バ と 、 衝 突
玉 を 収 納 す る チ ャ ン バ に 通 じ る 小 さ い 孔 を 備 え て い て も よ い 。
　 衝 突 玉 の チ ャ ン バ の 中 に 音 響 玉 が 入 れ ら れ た ら 、 そ の 孔 は シ ー ル さ れ る 。
　 さ ら に 他 の 実 施 例 で は 、 が 容 器 か ら 内 容 物 を 出 す た め の 乳 首 を 供 え て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
　 本 発 明 に よ る 瓶 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 瓶 の 、 第 1の 部 分 の 傾 け た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
　 図 １ に 示 さ れ た 瓶 の 、 第 ２ の 部 分 の 傾 け た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
　 第 ２ の 部 分 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
　 第 ２ の 部 分 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 第 1の 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
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蓋 １ ２

【 図 ７ 】
本 発 明 の 他 の 実 施 例 に よ る 第 1の 部 分 の 正 面 図 で あ る 。
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